
「生きて働く知識・技能」を育む
動画を活用した数学的活動の支援

～平方根「分母の有理化」を例に～
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第64回神数連横浜大会 講演会 記録
日時 ： 平成27年11月19日（木）10時40分～12時00分

講師 ： 帝京大学教授（日本数学教育学会名誉会長） 清水 静海先生
演題 ： 算数・数学の学びを通して育成したい資質・能力

「何を知っているか，何ができるか」 1

知識・技能を身に付けることについて，「知識・技能を着実に獲得しながら既存の知

識・技能と関連付けたり組み合わせたりしていくこと」，「そのことで定着を図る」ことが

強調されています。知識・技能の確実な習得は昔から言われています。指導の徹底

も言われています。具体的にどうしていけばよいか，というのは先生方にお任せでし

た。それに対して，ここに書いてありますとおり，知識・技能を獲得させるポイントは何

か，それは新たな知識や技能を獲得するプロセス，あるいはその後において，既存つ

まり既習の知識・技能と結びつける，これをやることが定着につながるのですよ，単な

る習熟ではいけませんよ，ということです。新しいことを習得したら，その眼鏡なり，そ

の考え方・手続きでもって今まで身に付けたことを再構成する，これを繰り返すことで

しっかり身に付けていく。こういうことです。これは簡単に言うと，学習指導要領で頻繁

に登場する「理解」ということになります。
Daiki Fujiwara © 神奈川県数学教育研究会連合会（2015）．第64回研究大会報告書．P.9.
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「何を知っているか，何ができるか」 2

この理解はこの意味なのです。「知識・理解」という評価の観点の「理解」は

COMPREHENDED，辞書的な意味を知っている，思い出していえる，という記憶再生

型に近いものですが，学習指導要領の「理解」はUNDERSTANDと訳されます。

UNDERSTANDは後ろ側にあることをつかむ，本質をつかむことにかかわることです。

ということは見かけが違って見えても，よくよく見てみると同じ根っこだった，ということ

なのです。新しいことを身に付けるときには今までと違った雰囲気や状況があるのだ

けれど，それを学んだ後で今までのものと結び付けてみると，うまく絡み合って整理さ

れるのです。しっかりしたもの，大きなものになるのです。これからの教育では，古くて

新しいことですが，理解の基本にかかわることですので，特に注意をしなければいけ

ないことです。
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お茶中の遠隔オンライン教育
（令和2年5月～7月休校時）

小テスト
アンケート

課題提出

電話

学習支援
動画の配信

質問

在宅の先生

学校

動画等を活用した
オンデマンド型遠隔授業

学習管理システムMoodle
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中3「平方根」（分母の有理化）を例に 一松信ほか（2017）． 中学校
数学3．学校図書．p.57.

2＝1.414として
1

2
と

2

2
の近似値をそれぞれ求め、2つ

の値を比べてみましょう。

なぜ2つの値を比べる
必要があるのか…？

（必要性）

既習の何と関連付く
のか （関連性）

「～はどれくらいの

大きさか？」を単元の問
いとして，複数の問題の
配列や発問を検討して
はどうか？
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以下，学習支援動画
の内容です。

必要性

関連性



5／29（金） 根号を含む数の表し方

横の長さが 2で面積が1である長方形 の縦の長さはいくつ？

2

？ ①
（考え方1）

1 ÷ 2

＝
1

2

（考え方2）

縦の長さを xとすると，
面積を自然数に
するために，仮に
x＝ 2 にする。
しかし，面積が 2に
なってしまうので，

半分にして， x＝
2

2

2

2 ②

x

1

2

必要性
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5／29（金） 根号を含む数の表し方

1

2
＝

2

2
といってもよいのか？

〔説明〕

（左辺）＝
1

2

＝
1× 2

2× 2

＝
2

2
＝（右辺）

分子と分母に

2 をかける。
（つまり，
1 をかける。）

8×
1

2

6×
1

2

＝
4

3

と似た考え！

1

2
＝

2

2
のように，

分母を根号のない形
にすることを
「分母の有理化」
という。

p.57
例5関連

付け
Daiki Fujiwara ©



5／29（金） 根号を含む数の表し方

プチ
活用
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3＝1.732として, 
6

3
の値を求めなさい。



5／29（金） 根号を含む数の表し方

柔軟に表し方を変えることが大事！

3の何倍？
→ 2倍

では・・・

関連
付け
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3＝1.732として, 
6

3
の値を求めなさい。



5／29（金） 根号を含む数の表し方

0.03や 300は 3の何倍？

0.1 3

10 3

3＝1.732

とすると，

では・・・ 30は

3の何倍？

→ 10倍
10倍＝3.162倍

（自然数倍にはならないので注意！）

近似値を
求めた。

←0.1倍

↑10倍

関連
付け
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5／29（金） 根号を含む数の表し方

＝ 5 × 0.01

＝ 5× 0.01

＝0.1 5
＝0.1×2.236

＝0.2236

(3)の別解 0.5= 1 ÷ 2＝
1

2
＝

2

2
＝1.4142÷2=0.7071
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5＝2.236, 5＝7.071として, 次の数の近似値を求めなさい。

（1） 500 （2） 5000 （3） 0.5 （4） 0.05



東京書籍WEBサイト「レッツ・プラクティス」
以上，学習支援動画
の内容です。
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文部科学省．（2017）．中学校学習指導要領解説数学編．P.25.
概念的な理解・・・などが含まれる。

概念や原理・法則を理解するこ
とは，数学の知識の裏付けとな
り，技能の支えとなる。

概念や原理・法則の理解は，事
実的知識の暗記や機械的技能
の訓練ではなく，深い学びを実
現する上で欠かすことができな
いものである。

基礎的な概念や原理・法則を理
解するということは，数学の特
質からみて，より進んだ知識や
技能を生み出すこと，発展的に
考えることを可能にするもので
ある。

WHY

(必要性)

WHAT

(意味)

Daiki Fujiwara ©



基礎的な概念や原理・法則を
理解できるようにするためには，
基礎的な概念や原理・法則に
基づく知識及び技能を問題発
見・解決の過程において的確
かつ能率的に用いるとともに，
様々な日常や社会の事象の考
察に生かしたり，より広い数学
的な対象について統合的・発展
的に考察したりできるよう配慮
することが大切である。

数学的活動を通した概念や原
理・法則の理解に裏付けられ
た発展性のある知識及び技能
こそが，生きて働く知識や技能
なのである。

文部科学省．（2017）．中学校学習指導要領解説数学編．P.25. HOW

(プロセス)

WHAT

(意味)
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知識の枠組み

種類 定義 具体例

記憶 断片的な知識 • 公式のみが記憶されている
• 定義（具体例）のみが記憶されている

理解 関連づけられた
知識

• 公式と公式の成り立つ理由が関連づ
けられている

• 定義と具体例が関連づけられている

深谷達史.（2016）．メタ認知の促進と育成 概念的理解のメカニズムと支援．
北大路書房．p.6．
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まとめ：「生きて働く知識・技能」を生徒が習得するために・・・

【指導のポイント】

• 知識・技能の必要性（WHY）と意味（WHAT）の両方を重視して，生徒が獲得するプロ

セス（HOW）を考える。（分母の有理化のWHY : 大体の大きさがわかる，加減の計算が手際よくできる）

• 習得した内容と既習内容を関連付けて，「何が同じ」で「何が異なる」のかを整理する。

• 習得した内容の“プチ活用”を，問いの流れの中で位置付ける。（用い方≓方法知）

（授業後の生徒の感想） 今日の授業では分母の有理化について学びま
した。分母の有理化をすることでどんないいことがあるのかを不思議に
思いました。私は、分母を有理数にすることで大体の値がわかるからだ
と思いました。 やり方はしっかり学べたのでよかったです。 今日の授業
後のテストでは全て正解だったのでしっかり身に付いたと感じました。
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